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公共施設マネジメントへの取り組み
～施設評価のシステム化構想について～
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少子高齢化による
公共施設ニーズの変化
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１．行財政改革における公共施設マネジメンへの期待

主な取り組み内容 都道府県
政令

指定都市
市区町村

前年比

増分 順位

事務の効率化 45 20 1,400 54 1

資産・施設見直し 46 19 1,208 52 2

住民サービス向上 42 19 1,301 51 3

人材育成 45 20 1,454 48 4

民間との協働 44 19 1,137 41 5

定数管理 46 20 1,553 27 8

事務事業見直し 46 20 1,543 24 11

その他 24 9 252 17 16
※平成２４年１０月１日現在 総務省調べ

■行政改革の取組内容別団体数

人口減少による
余剰・余裕施設の増加

総量の適正化

公共施設マネジメントで解決

余裕施設の転用

長寿命化
保全コスト平準化

地域格差是正

ニーズ変化への
計画的な対応

老朽化施設の建替え
耐震化コストの負担

平成25年2月8日、総務省は、主な行政改革項目における、全国地
方公共団体の取組状況に関する調査結果を発表しました。

その発表によると、行政改革の取組として「資産・施設見直し」に
取組んでいると回答した団体数は、全国で1273団体にまで拡大し、
前年度と比較して、5２団体の増加となっております。

これは、１６ある行政改革項目の中で二番目の伸び率であり、昨今
の注目度の高まりを表しております。

公共施設マネジメントへの注目度の高まりについて

昨今、全国の地方公共団体は、公共施設の過半数は既に築30年越えとなっており、その建替え・耐震化コストが将来的に大き
な負担として見えてきている一方、人口減少、少子高齢化等により様々な課題に直面しています。

全国における行財政改革取組状況について

施設評価
遊休資産の洗い出し
統廃合、転用、縮小
売却の検討

その解決手段として、『公共施設マネジメント』の注目が高まっています。

市町村合併による
重複・地区町域格差
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公共施設マネジメントのサイクル

売却、譲渡
定期借地、貸付
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２．公共施設マネジメントへのアクションプラン

公有財産台帳の整備（見える化）

公共施設のマネジメントに着手するにあたりまず
は、全庁の施設、土地、資産に関する情報を、公
有財産台帳として一か所に集める事から始めます。

施設評価の実施（量の見直し）

今ある全ての施設について老朽化対策やLCC、
CO2の削減を検討・実行するのは大きな労力がか
かります。そこで、まずは施設評価から着手し、
総量の見直しを実施します。

LCC・CO２削減、長寿命化（質の見直し）
施設評価にて必要と判断された現存施設を中心に、
計画保全、長寿命化を検討し、LCC、CO2の削減
を実現する事が最も効率的なマネジメントとなり
ます。

定期的な改善（ＰＤＣＡ）

公共施設のニーズは、人口、年齢層のバランス等、
時代の潮流により様々に変化していきます。現存
施設の位置づけ、将来的に付加が必要な施設との
バランスなど、定期的に台帳最新化と再評価を行
うが求められます。

現在余剰な施設

将来的に余剰が
見込まれる施設

老朽化、機能不足

適正に活用されて
いる施設

転用・統廃合

継続活用

新設

１

２

３

４

将来現在

計画保全
長寿命化
省エネ化

１

２

３

４ 定期的に再評価し、時代のニーズを取り込む

全資産を横断的に
把握する。

将来ニーズに合せ
て総量縮減する。

ＬＣＣの最適化
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・取得、変更、処分
・所管替
・貸付、借受
・使用許可
・評価替
・決算調書出力
・各種台帳出力

統合

Page 4 © NEC Corporation 2013

３．施設評価システム化構想の概要と導入効果

公園管理課

文化振興課

学校施設課

施設の基本情報

施設台帳の見える化と一元管理

•台帳情報の一元管理により、いつでも
全庁的な視点で、最新の公有財産情報
を見通す事ができ、余剰・遊休状態と
なった普通財産をタイムリーに把握で
きます。

•機構改革時の所管替の一括更新や、決
算調書の作成作業などを正確にワンク
リックで実現します。

施設の評価情報の登録

•評価結果の集計、分析を自動化し、
関連資料等の管理もできます。

•経年比較や履歴管理、過去情報の
検索を素早く行えます。

•複写作成や他システム間データ連
携により評価入力作業を省力化し
ます。

公共施設マネジメントへの活用

•評価結果を基に様々なポートフォリ
オをEXCEL形式で出力しますので、
ファシリティマネジメント、議会答
弁、住民説明、公共施設白書作成等
に効率的に活用できます。

•公開用HPファイルの作成やオープ
ンデータ対応をワンクリックで実現
します。

ポートフォリオ出力

情報公開

施設評価表登録

施設分類評価表登録

・利用度指標
・運用維持費
・残存不具率
・不具合優先度
・内部価値評価
・躯体余命評価
・今後の方向性
・一次、二次評価

・ベンチマーク評価
・総量縮減戦略
・全庁施設方針

・オープンデータ対応
・評価結果ページ作成
・公共施設白書作作成支援
・議会答弁への活用
・住民説明
・外部評価

各課による施設評価

システム間連携

・LCM連携
・財務連携
・固定資産台帳連携
・行政評価連携
・施設予約連携

評価結果の活用

施設評価公有財産管理
・余裕、余剰施設一覧
・地域別施設別一覧
・総量縮減戦略分析
・保全予算配分分析
・施設利用方針分析

１ ２ ３
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利用状況情報

公共施設マネジメントにおいて、まず最初に取り組むべきは台帳管理の一元化と総量の適正化と述べました。

総量の適正化には、施設白書や評価表を用いて議会や地域住民に具体的な根拠の提示が必要不可欠となります。また、総量適
正化の実行には長期的な対応となる事が一般的であり、定期的に台帳情報の最新化を行い、最新の評価結果に基づいて柔軟に
対応していくことが求めれます。

そのため、定期的な評価作業の負荷を少しでも低減するために、財産台帳と評価表のシステム化は必要不可欠であり、さらに
はストックマネジメントシステムや、各種施設管理システムと有機的に連携することで総合的な効率化を目指します。

公営住宅管理アセットマネジメント
上下水道、道路、橋脚

Page 5 © NEC Corporation 2011

４．施設評価から公共施設マネジメントへの発展

財務会計

情報公開 説明責任

オープンデータ ビックデータ

口コミ解析

twitter
facebook

施設評価結果公表施設白書

ＮＥＣの考える公共施設マネジメントの全体像と将来展望

ファシリティマネジメント
施設、土地、資産

財政計画支援 行政評価

メモ管理
分析統計資料
アンケート結果

固定資産台帳

公会計

ＧＩＳ

地図情報
企業会計

施設予約管理

ベンチマーク情報

総務省統計情報
他市評価結果

ストックマネジメント
劣化・老朽化診断

耐震評価
計画保全

施設運用管理
省エネ・長寿命化

計画管理
修繕記録

現況確認
現地調査
劣化診断
耐震評価

施設評価システム
公有財産管理 施設評価表登録

議会答弁・住民説明資料

PFI・PPP
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